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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 289,376 1.5 730 △21.8 2,423 2.8 1,437 1.9

2022年３月期第２四半期 285,229 7.0 934 － 2,355 439.2 1,411 221.6
(注) 包括利益 2023年３月期第２四半期 5,328百万円( 123.4％) 2022年３月期第２四半期 2,385百万円(△64.3％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 27.42 －

2022年３月期第２四半期 25.67 －
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 316,432 103,628 32.4

2022年３月期 313,033 100,041 31.6
(参考) 自己資本 2023年３月期第２四半期 102,502百万円 2022年３月期 98,961百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 12.00 － 14.00 26.00

2023年３月期 － 12.00

2023年３月期(予想) － 27.00 39.00

(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 567,300 △1.7 1,940 △34.1 4,900 △16.0 4,400 △7.8 84.42
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、添付資料９ページ（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用）をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期２Ｑ 61,224,796株 2022年３月期 61,224,796株

② 期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 9,438,637株 2022年３月期 7,987,331株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 52,451,916株 2022年３月期２Ｑ 54,968,265株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス禍が継続する中、ワクチンの接種は進んで

おりますが、依然先行きの見えない状態が続いております。

このような中、当社グループは2023年３月期から2025年３月期までの３年間にわたる第５次中期経営計画がスター

トいたしました。第５次中期経営計画では、2025年に目指す姿としての長期ビジョン「医療・介護を支える商品やサ

ービスを戦略的に提供することにより、地域・コミュニティのヘルスケアになくてはならない存在となる」に引き続

き取り組むとともに、「次代を見据えたビジネスモデルの革新」を中期ビジョンとし、実践課題として「１．市場の

構造変化と市場特性に合わせた医薬品流通モデルの追求」「２．医療のＤＸ進展に伴う流通・マーケティングモデル

の進化」「３．プライム市場に対応したグループ経営推進」を設定し、この課題を着実に解決することで、地域ヘル

スケアになくてはならない企業として一層の進化を目指してまいります。

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高289,376百万円（前年同期比101.5％）、営業利益730百万

円（前年同期比78.2％）、経常利益は2,423百万円（前年同期比102.8％）、親会社株主に帰属する四半期純利益1,437

百万円（前年同期比101.9％）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 医薬品卸売事業

当社グループの主力事業である医薬品卸売事業の当連結累計期間におきましては、薬剤費ベースで6.69％の薬価

改定によるマイナスの影響はあったものの、新型コロナウイルス禍による受診抑制などの影響から徐々に回復しつ

つあるなか、主に新薬創出加算品やインフルエンザワクチンを中心とした各種ワクチンの販売に注力するとともに、

新型コロナウイルス感染症関連の医療機器や臨床検査試薬等の販売も堅調に推移したため、販売面において前年同

期実績を上回り伸長いたしました。

利益面におきましては、取引コストを意識した価格交渉を徹底したことと、繰り返しになりますが、インフルエ

ンザワクチンを中心としたワクチン販売や新型コロナウイルス感染症関連の医療機器や臨床検査試薬等の販売増に

より、さらには昨年度から引き続き国や地方自治体から受託した新型コロナワクチンの配送業務に係る収益も予想

を超えたことにより、第１四半期に発生した薬価改定に伴う前期末在庫の新旧仕切価に関わるマイナスの会計処理

の影響を吸収しても営業利益は前年実績を大きく上回る予定でありました。

しかしながら、2022年10月28日に、当社グループの一部の取引先が東京地方裁判所に自己破産を申請したことに

より、当社グループが保有する債権について取立不能のおそれが生じたと判断し貸倒引当金を計上したことで、営

業利益は前年実績を下回る結果となりました。

以上のことにより、売上高は273,045百万円（前年同期比101.4％）、セグメント利益（営業利益）は、607百万円

（前年同期比82.2％）となりました。

② 薬局事業

薬局事業におきましては、国が求めるかかりつけ薬局を目指し、関連する調剤報酬の算定に努めましたが、薬価

改定の影響により売上高は、9,009百万円（前年同期比99.6%）、セグメント利益（営業利益）は、32百万円（前年

同期比39.6%）となりました。

③ 動物用医薬品卸売事業

動物用医薬品卸売事業におきましては、高利益商品の販売増により売上高は、5,309百万円（前年同期比103.5

％）でしたが、物流費の増加により、セグメント利益（営業利益）は、178百万円（前年同期比94.1％）となりまし

た。

④ その他事業

その他事業におきましては、農薬卸売事業の販売が好調だったものの、新型コロナウイルスの影響で介護事業や

スポーツ関連施設運営事業等の業績が振るわず、売上高は、2,011百万円（前年同期比105.4％）、セグメント損失

（営業損失）は、146百万円の損失（前年同期実績は97百万円のセグメント損失）となりました。

　



株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングス(3151) 2023年３月期 第２四半期決算短信

-3-

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,971 27,374

受取手形及び売掛金 119,533 123,569

棚卸資産 31,788 31,444

未収入金 16,617 15,909

その他 3,672 3,453

貸倒引当金 △50 △830

流動資産合計 198,532 200,920

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 19,303 20,917

土地 20,735 20,654

その他（純額） 5,722 3,947

有形固定資産合計 45,761 45,519

無形固定資産

のれん 2,874 2,702

その他 2,162 2,047

無形固定資産合計 5,036 4,750

投資その他の資産

投資有価証券 47,508 53,263

その他 16,771 12,434

貸倒引当金 △576 △456

投資その他の資産合計 63,703 65,241

固定資産合計 114,501 115,511

資産合計 313,033 316,432
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 176,685 179,248

短期借入金 990 990

1年内返済予定の長期借入金 970 970

未払法人税等 2,399 1,067

賞与引当金 1,542 1,482

その他 7,505 7,471

流動負債合計 190,092 191,230

固定負債

長期借入金 7,760 7,275

その他の引当金 244 238

退職給付に係る負債 2,629 590

その他 12,265 13,468

固定負債合計 22,898 21,573

負債合計 212,991 212,803

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 12,810 12,810

利益剰余金 64,402 65,096

自己株式 △6,581 △7,575

株主資本合計 75,631 75,332

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 21,645 25,666

退職給付に係る調整累計額 1,683 1,504

その他の包括利益累計額合計 23,329 27,170

非支配株主持分 1,080 1,126

純資産合計 100,041 103,628

負債純資産合計 313,033 316,432
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 285,229 289,376

売上原価 264,276 267,227

売上総利益 20,953 22,149

差引売上総利益 20,953 22,149

販売費及び一般管理費 20,018 21,418

営業利益 934 730

営業外収益

受取利息 24 35

受取配当金 409 384

持分法による投資利益 14 27

受取事務手数料 765 790

その他 319 556

営業外収益合計 1,533 1,794

営業外費用

支払利息 48 51

賃貸費用 43 41

その他 20 9

営業外費用合計 112 102

経常利益 2,355 2,423

特別利益

固定資産売却益 11 13

投資有価証券売却益 － 59

その他 0 －

特別利益合計 11 72

特別損失

固定資産売却損 19 0

減損損失 47 22

投資有価証券評価損 8 55

土壌処理費用 － 62

その他 11 5

特別損失合計 87 145

税金等調整前四半期純利益 2,280 2,350

法人税等 814 862

四半期純利益 1,466 1,487

非支配株主に帰属する四半期純利益 55 49

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,411 1,437

　



株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングス(3151) 2023年３月期 第２四半期決算短信

-6-

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 1,466 1,487

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,051 3,806

退職給付に係る調整額 △194 △178

持分法適用会社に対する持分相当額 61 213

その他の包括利益合計 919 3,841

四半期包括利益 2,385 5,328

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,330 5,279

非支配株主に係る四半期包括利益 55 49

　



株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングス(3151) 2023年３月期 第２四半期決算短信

-7-

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,280 2,350

減価償却費 1,335 1,460

減損損失 47 22

のれん償却額 171 171

貸倒引当金の増減額（△は減少） △20 660

賞与引当金の増減額（△は減少） △85 △60

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △293 △2,093

受取利息及び受取配当金 △433 △419

受取賃貸料 △124 △113

受取事務手数料 △765 △790

支払利息 48 51

持分法による投資損益（△は益） △14 △27

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 8 △3

有形固定資産除売却損益（△は益） 8 △13

売上債権の増減額（△は増加） △6,589 △4,036

棚卸資産の増減額（△は増加） △2,089 344

未収入金の増減額（△は増加） △132 713

差入保証金の増減額（△は増加） 49 4,301

仕入債務の増減額（△は減少） 10,330 2,563

その他 △176 △794

小計 3,556 4,285

利息及び配当金の受取額 433 408

受取事務手数料の受取額 742 784

利息の支払額 △49 △51

法人税等の支払額 △286 △2,255

法人税等の還付額 1,156 857

その他 4 5

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,557 4,035
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △200 △150

有形固定資産の取得による支出 △2,328 △1,108

有形固定資産の売却による収入 199 102

無形固定資産の取得による支出 △190 △306

投資有価証券の取得による支出 △177 △183

投資有価証券の売却による収入 － 265

貸付けによる支出 △10 △60

貸付金の回収による収入 19 25

投資有価証券の償還による収入 － 100

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△217 －

その他 133 113

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,772 △1,200

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △130 －

長期借入金の返済による支出 △485 △485

リース債務の返済による支出 △321 △379

自己株式の処分による収入 3 －

自己株式の取得による支出 △712 △998

配当金の支払額 △0 △745

その他 △2 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,648 △2,611

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,136 223

現金及び現金同等物の期首残高 26,252 23,239

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 29

現金及び現金同等物の四半期末残高 27,388 23,492
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日至2022年９月30日）

該当事項はありません

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日至2022年９月30日）

該当事項はありません

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（会計方針の変更）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、事業会社を基礎とした業種別のセグメントから構成されており、その主たるセグメントである

「医薬品卸売事業」、「薬局事業」及び「動物用医薬品卸売事業」を報告セグメントとしております。

「医薬品卸売事業」は、病院、開業医、薬局等の医療機関に、医薬品・診断薬・医療機器・材料等の販売等をし

ております。「薬局事業」は、一般消費者に医薬品・医療機器・器具及び衛生材料等の販売をしております。「動

物用医薬品卸売事業」は、農場、牧場、動物病院、診療所等に、動物用医薬品・飼料等の販売等をしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会計処理の方法と

概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注１)
合計

調整額

(注２)

連結財務諸

表計上額

(注３)

医薬品

卸売事業
薬局事業

動物用医薬

品卸売事業
計

売上高

外部顧客への売上高 269,146 9,045 5,128 283,320 1,909 285,229 ― 285,229

セグメント間の内部

売上高又は振替高
4,287 1 0 4,289 1,245 5,535 △5,535 ―

計 273,434 9,047 5,128 287,610 3,154 290,764 △5,535 285,229

セグメント利益又は損

失(△)
739 83 189 1,012 △97 915 19 934

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、農薬等の卸売業、介護サービス

業、運送業、医療機関に対するコンサルティング業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額19百万円はセグメント間取引消去等によるものであります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注１)
合計

調整額

(注２)

連結財務諸

表計上額

(注３)

医薬品

卸売事業
薬局事業

動物用医薬

品卸売事業
計

売上高

外部顧客への売上高 273,045 9,009 5,309 287,364 2,011 289,376 ― 289,376

セグメント間の内部

売上高又は振替高
5,125 3 0 5,128 1,263 6,392 △6,392 ―

計 278,170 9,013 5,309 292,493 3,274 295,768 △6,392 289,376

セグメント利益又は損

失(△)
607 32 178 819 △146 672 58 730

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、農薬等の卸売業、介護サービス

業、運送業、医療機関に対するコンサルティング業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額58百万円はセグメント間取引消去等によるものであります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　


